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ド
を
核
と
す
る
都
市
経
営
と
曾
祉
政
擦
に
よ
る

支
配
と
の

封
立
で
あ
っ

た
。

そ
こ
で
、
こ
の
都
市
蜂
起
を、

1
、
東
イ
ン
ド
曾
祉
の
貿
易
政
策
と
そ
れ
へ
の

在
地
商
人

・
手
工
業
者
麿
の
針
路
、

2
、
マ
ド
ラ
ス
の
都
市
的
性
格
、

3
、

蜂
起
集
闘
の
ギ
ル
ド
的
性
格
、
と
い
う
親
貼
か
ら
検
討
し
た
い
。

カ
ロ

l
シ
ュ
テ
ィ

l
文
書
の
年
代
に
つ
い
て

長

浮

手口

俊

カ
ロ

l
シ
ュ
テ
ィ

1
文
書
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
先
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

串
の
プ
ラ
フ
教
授
が
二
三
六

一
二
二
一
年
に
比
定
す
る
詳
細
な
研
究
を
設
表
さ

れ
、
つ
い
で
榎

一
雄
博
士
は
そ
の
説
を
大
鶴
首
肯
さ
れ
な
が
ら
も
、
若
干
の
補

訂
を
加
え
ら
れ
て
、
二
五
六
|
一
一
一
四
一

/
三
年
と
す
る
説
を
後
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
高
設
は
多
年
こ
の
文
書
の
研
究
に
波
頭
さ
れ
た
雨
碩
祭
の
結
論
と

し
て
、
ま
さ
に
精
微
な
考
設
の
粋
を
議
し
た
も
の
と
言
え
る
。

し
か
し
こ
こ

二
、
三
年
、
軸
翌
日
の
西
域
経
営
を
検
討
し
た
結
果
、
私
は
右
の
官
同
設
に
若
干
の

疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

プ
ラ
フ
教
授
は
カ
ロ

l
シ
ュ
テ
ィ
l
文
書
中
に
見
え
る
王
の
稽
鋭
の
幾
化
に

注
目
し
、
ア
ム
ゴ
l
カ
王
十
七
年
を

二
六
三
年
に
比
定
し
た
。
そ
れ
は

『
目白

書
』
谷
三
、
武
帝
紀
太
康
四
年
(
二
八
三
〉
僚
の

八
月
、

都
善
図
遺
子
入
侍

を
マ
ヒ
リ
王
即
位
の
時
の
こ
と
と
し
、

逆
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
軸
翌
日
の
西
域
諸
図
と
の
関
係
を
追
跡
し
て
み
る
と
、
耳
回
初
は
河
西
地

方
に
動
飢
が
相
次
ぎ
、
か
え
っ
て
鶏
初
の
西
域
経
営
の
方
が
活
滋
で
あ
る
。
最

近
カ
ロ
l
シ
ュ
テ

ィ
l
文
書
を
精
査
し
た
結
果
、

ア
ム
ゴ

l
カ
王
十
七
年
は
貌

太
和
二
年
(
二
一
一
八
)
に
比
定
す
べ
き
で
あ
り
、
文
書
の
年
代
は
二

O
一一
一l
二

八
八
/
九

O
年
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
議
武
力
蜂
起
の
失
敗
と

メ
ッ

カ
巡
障
者
と
の
関
係
(
一
九
二
六

l
二
七
〉

永

積

昭

一
九
二
六

l
七
年
の
交
、
オ
ラ

ン
ダ
統
治
下
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
誌
は
ス

マ
ト
ラ
西
部
お
よ
び
ジ
ャ
ワ
の
各
地
に
お
い
て
武
力
蜂
起
を
行
な
っ
た
。
時
期

山
間
早
で
も
あ
り
、
準
備
不
足
で
も
あ
っ

た
こ
の
蜂
起
は
オ
ラ

ン
ダ
値
民
地
政
府

に
よ
っ
て
到
底
さ
れ
、
以
後
十
数
年
の
反
動
政
策
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
黛
員
の
大
部
分
は
圏
内
で
施
刑
さ
れ
た
り
、
ま
た

は
途
地
に
追
放
さ
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
一
部
の
者
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
地
メ

ッ
カ
に
潜
入
し
、
同
胞
の
巡
税
者
に
到
し
て
政
治
宣
仰
を
行
な
っ
て
い
る
と
の

情
報
が
入
り
、
オ
ラ
ン
ダ
外
務
省
お
よ
び
植
民
省
の
注
目
を
集
め
た。

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
最
大
の
信
者
数
を
持
つ
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
聖
地
巡
穫
を
信

者
の一
柳
聖
な
義
務
の
ひ
と
つ
に
数
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
地
理
的
に
聖

地
か
ら
最
も
遠
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
世
界
か
ら
の
巡
鵡
者
中
、
極
め
て
大

き
な
比
率
を
占
め
て
い
た
。
と
く
に
問
題
の
時
期
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
暦
の
年
廻

り
も
よ
く
、
ゴ

ム
そ
の
他
熱
帯
農
産
物
の
好
況
も
幸
い
し
て
、
同
地
お
よ
び

マ

ラ
イ
牢
島
出
身
の
巡
鵡
者
数
は
、
史
上
空
前
に
の
ぼ
っ
た
。

政
治
宣
停
を
行
な
っ

て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
熊
員
は
幹
部
で
は
な
く
、
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